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4. 経皮伝送用コイルにメガ Hz 帯域の信号を入力すると，消費電力が過大となり，体内ユニット内に
電流が流れにくい．また，体内ユニットに共振回路を組み込み，共振状態にしても顕著な違いは
得られないため，高周波を搬送波とした信号よりも可聴周波域の信号を直接入力した方が，より
高い伝送効率が得られる． 
以上の知見を基に，人工中耳で用いられている経皮伝送用コイルよりも体内ユニット内で高い電流
値が得られるコイルを作成する事が出来た． 
